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ノーマリオフ型 SiC JFET を高速に駆動させるゲートドライブ回路を提案し、30Wの抵抗負荷時に




























































異相 SrPbO3 を約 20%含むエピ膜は達成したが、10K以上での超伝導は見られなかった。
岸　本　昌　也（鈴木教授）「 強磁性体 La1-x SrxMnO3/ 超伝導体 YBa2Cu3O7-δ 二層エピタキシャル構
造を用いたスピン偏極準粒子注入効果に関する研究」
off-axis スパッタ法により、標記強磁性体 80nm、および超伝導体 35nmの二層エピタキシャル薄膜を






























































ア寿命の改善を確認し、耐圧 10kVの PiN ダイオードを実現した。




































































MENAKA CHAMINDA（野田教授）「 量子井戸サブバンド間遷移と 2次元フォトニック結晶による熱輻
射制御」
黒体輻射と比べて発光線幅が狭く、黒体強強度に近い強度をもって必要な波長帯域のみで発光する高














長　田　　　大（北野教授）「Ba+  2S1/2 － 2D5/2 時計遷移励起用光パラメトリック発振器」
時計遷移の波長 1.76 μ m 光を光パラメトリック発振で発生させ、時計遷移の励起を確認した。パラメ
トリック発振は PPLN結晶を用い、波長 1μm ネオジウム・ヤグレーザを励起光として、励起光とシグ
ナル光 1.76 μ mに共鳴する光共振器を構成して実現した。
中　嶋　一　雄（北野教授）「外部共振器型モード同期自励発振半導体レーザの光注入同期とパルス圧縮」
DVD用の自励発振レーザを外部共振器構造としてモード同期発振させた。回折格子によるパルス圧
縮で、全体の 55%のパワーを 2ps のパルスに集中させた。CWレーザ光を注入すると光スペクトルの
幅は狭まるが、モード 1本のスペクトル幅も狭くなる。この現象の特性を詳しく調べた。
小　泉　壮　隆（北野教授）「Cs 2 光子吸収線安定化半導体レーザの周波数安定度評価」 
セシウムを封入したセルを光共振器内に設置して 2光子吸収信号の S/Nを改善し、半導体レーザー































































Jean-Baptiste Dodane（松山教授）「 Estimation of User Interest through Dynamic Matching of Eye 











































































































































































新　居　辰　彦（白井教授）「 Current Limiting Characteristics of Transformer Type Superconducting 
Fault Current Limiter with Rewound Structure（巻き戻し構造を持つ変圧
器型超電導限流器の限流特性）」
変圧器型超電導限流器に関して、巻き戻しコイル構造を採用することで設計裕度を大きくできること












ヘリオトロン Jの NBI プラズマで観測されるアルヴェン固有モードに起因するプラズマMHD揺動と
静電プローブで観測される周辺プラズマ揺動との相関を調べ、プラズマ内部でのMHD不安定性の突発
的増大が、閉じ込め領域からの粒子損失を増大させていることを実証した。







山　岡　雅　史（山本（衛）教授）「 FORMOSAT-2/ISUAL を用いた 630nm大気光観測に基づく電離
圏三次元構造の研究」
FORMOSAT-2 衛星の 630nm大気光リム観測から発光高度が 220 ～ 280kmであることを示し、地上
観測との比較によって電離圏の中規模伝搬性擾乱の 3次元構造を推定した。大気光強度が大きい場合に
は、衛星観測のみから解析が可能であることを示した。
篠　田　智　仁（津田教授）「 443 MHz ウィンドプロファイラ・RASSを用いた沖縄亜熱帯域気温微細
構造の連続観測（Continuous observations of temperature profiles by 
the 443 MHz wind profiling radar with RASS in Okinawa）」
亜熱帯域における高時間分解能の気温連続観測を実現し、天気予報の精度向上へ貢献することを目指








convective systems observed by a 443 MHz wind-profiling radar with 






林　　　徙　南（津田教授）「 GPS 掩蔽による高鉛直分解能プロファイルの導出と検証（Retrieval of 














浦　西　洋　輔（大村教授）「 Three-dimensional electromagnetic particle simulations of a magnetron 





小　路　真　史（大村教授）「 Competing Process between Mirror Instabi l i ty and L-mode 
Electromagnetic Ion Cyclotron Instability in the Earth's Magnetosheath
（地球マグネトシースにおけるミラー不安定性と Lモード電磁イオンサイ
クロトロン不安定性の競合関係）」
マグネトシースにおいてミラー不安定性が、それよりも成長率の大きい Lモード電磁イオンサイクロ
トロン（EMIC）不安定性よりもよく観測される理由を、3次元ハイブリッドシミュレーションで解析
した。ミラー不安定性の 3次元的な発展および非線形発展の重要性を示した。
鈴　木　宏　明（橋本教授）「 木質バイオマス糖化前処理用マイクロ波照射加熱装置の研究開発」
木質バイオマスからバイオエタノールを精製するための糖化前処理手段としてマイクロ波加熱を利用
した、マイクロ波照射加熱装置の研究開発を行った。バッチ式および連続式マイクロ波照射加熱装置の
容器設計を計算機実験により行い、試作容器を用いた実測実験により評価を行った。
高　橋　文　人（橋本教授）「 マイクロ波送電用レトロディレクティブシステムの開発及び屋外実験」
屋外でもマイクロ波電力伝送実験を行えるように小型で軽量なマイクロ波送電屋外実験系の開発を行
った。屋外に於いても従来の実験機と同等に近い性能を得ることが出来た。雑音に強い到来方向推定法
であるTF－MUSIC 法の SN比が低い場合の優位性を実験的にも確認した。
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宮　田　侑　是（橋本教授）「 GaNショットキーダイオードを用いた大電力レクテナの研究開発」
本研究では、建物内無線配電システム実現を目指し、大電力整流可能な GaNショットキーダイオー
ドを用いたレクテナ（整流器付アンテナ）を開発した。その結果、入力電力 4.4Wに対して効率が約
53.2％の GaNショットキーダイオードを用いたレクテナの開発に成功した。
高等教育研究開発推進センター
山　崎　　　晃（小山田教授）「 数値シミュレーションを用いた光ナノ共振器の構造設計支援システム
の開発」
数値シミュレーションを用いた光ナノ共振器の解析における現状の問題点を明確にし、それに対する
解決策として、シミュレーションと可視化が連携した構造設計支援システム開発した。開発システムの
有用性検証を行うために、要件検証およびリアルタイム可視化に関する処理の実行時間の測定を行った。
丁　　中　　明（小山田教授）「GPU-accelerated　Particle-based Volume Rendering」
有限要素法解析結果について効率のよいボリュームレンダリング手法を開発することは可視化技術分
野で挑戦的なことと認識されている。この問題を解決するために解析結果に対する重要度サンプリング
を行い粒子群として表現し、これら粒子群を GPUを使って段階的に描画することにより、高速表示と
高画質表示とをうまく切り替えることのできる可視化システムを開発した。
学術情報メディアセンター
中　峰　達　彦（中村（裕）教授）「 マイクロインタラクションを利用したユニバーサルなユーザ支援
モデル」
本論文では、情報システムが様々なユーザの状態や障害に対応しながら、ユーザ支援を行うための、
ユニバーサルな支援モデルを提案する。そのために、支援システムがユーザの細かな動作や混乱を認識
し、適切な支援手法を動的に選択するだけでなく、さらに先の支援の方針を変更することが特徴である。
伊　藤　大　司（中村（裕）教授）「EMGUI: 筋電位を用いたユーザインタフェースの設計と高精度化」
本論文では、EMG（筋電位）を利用した一般的なユーザインタフェースを構築するための計測手法、
認識手法を提案する。典型的な筋肉の動きを GUI 部品と考えることで、見通しの良いユーザインタフ
ェースを構築できること、そのために多数の電極を用いることが有効であることなどを実証した。
